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1 はじめに

情報ツールとして普及した Twitter は，多数の人を
フォローすることで，それらの人々のツイートが自ら

のタイムライン上に流れる構造となっている．一方，ツ

イートには将来情報も含まれ，これを自らの予定に反

映させるような使い方もされている．しかし，多数の

ツイートが流れるため見落としてしまったり，また，予

定を忘れてしまうことも考えられる．そこで本稿では，

タイムライン上を流れる将来イベントを自動的にリマ

インドするシステムについて提案する．

2 提案システム

ツイートに日付に関する表現があると，その日に「イ

ベント」又は「予定」があると推測できる．このよう

な，ツイートに日付に関する表現を含み，かつ，その日

付が未来であると判断されるものを「将来情報ツイー

ト」（Future Information Tweet : 以下 FITと記す）と呼
び，FITに記述されている未来の日付を未来日時 t f と

する．すなわち，FIT F は，投稿日時 tc と含んでいる
未来日時 t f を持つから，F (tc, t f )と表記する．提案シ
ステムでは，これをリマインドするために適当な時期

に再度タイムライン上に現れるよう，通知する．この

タイミングは，tc から t f までの期間 d = t f − tc に依存
する．一方，通知日は t f にも依存し，かつ，複数回を

許容するため，通知日集合 Rは，これを計算する関数
rを用いて

R(F ) = r(tc, t f ) (1)

のようになる．

システムの動作は，日付表現の抽出により FIT F を
検出し，R(F )を計算し，その各通知日にF を通知する．
具体的には

1. APIの home timelineメソッド∗を利用してシステ
ム利用者のタイムラインを取得する.

2. ツイートから日付表記や日付を推定できる表現
を抽出し，FITを検出すると共に tc と t f を推定

する．

3. tcから t f までの期間の長さを基にR(F )を求める．
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∗アプリケーションを認証したユーザのタイムライン (ユーザの
ツイート・リツイート，ユーザがフォローしている人のツイート・リ
ツイートが流れているもの) を取得する

4. R(F )の時刻に TwitterAPIの updateメソッド†を
用いてシステム利用者としてシステムが FITの内
容をツイートする．

以上の動作により，システム利用者のタイムライン上

に再び FITを出現させ、再認識してもらう．

図 1: システムの概要

3 日付表現の抽出

3.1 日付表現

Twitter上で一般ユーザ同士がやり取りを行って予定
を決めたり，企業が告知などに利用する際に，FITを
多く含む傾向がある．特に企業の FITでは「○月○日」
や「○/○」といった絶対日付表現をしていることが多

い．他にも，「来週○曜日」や「○日後」といった相対

日付表現がある．

絶対日付表現においても，年までは記述していない

例が多い．この場合，FITの投稿日時から一年以内の
日付を表していると考えられるので，年を補完し，相

対日付表現の場合には FITの持つ tcを基準に推測する
ことで，t f を推定した．このため，d ≦ 300とする．ま
た，月だけの表現や日だけの表現では十分に t f を推定

できないので，対象外とし，複数の日付表現がある場

合には先頭の日付表現のみを抽出対象とした．

表 1: 日付表現の例
絶対表現 平成 24年 1月 1日,一二月一五日,12/15

相対表現 来週,来週月曜,来月の 15日,10日後

3.2 抽出手法

日付表現は固有表現の一形態であり，固有表現抽出

に関する研究は数多く，「NExT」[1]として知られる固

†ツイートを投稿するメソッド．アプリケーションを認証したユー
ザとしてツイートすることが出来る
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有表現抽出ツールでは，固有表現と判断された箇所に

タグ付けされる．これを実際の FITについて試用して
みたところ，「○月○日」「来週」といった表現には日時

表現としてのタグ付けがされたが，「○／○」「木曜日」

などにはタグ付けされなかった．このため，現在公開

されている版では，本研究の目的には不適切である．

そこで，形態素解析によって形態素に分割した後，名

詞を連結して複合名詞を抽出する手法 [2]を用いた．ま
た，連続する名詞の連結だけでなく，連体詞「の」に

よって説明される表現‡も抽出可能とするために，これ

らも連結し一つの語句として扱う．その後，正規表現

を用いて抽出した．

4 通知タイミング

FITの投稿日時と推定されたイベント日時から，イ
ベントまでの期間がわかるが，それをいつ通知するか

は，重要な案件である．大学生 8名，大学院生 1名に
「1～300日後にイベントがあるとしたら，イベントの
何日前に通知してほしいか」アンケートを取り，アン

ケート結果をグラフにしたものを下に示す．

図 2: イベントまでの期間と通知タイミング

このグラフでは，通知タイミングの変化が横ばいに

なっている部分を青色で表し，各人のほぼ線形に変化

している部分を各色で表している．図 2から，ほぼ線
形に増加し続ける場合と，ある値から横ばいになって

いる場合があるのがわかる．9人中 7人が頭打ちにな
る形をしており，内 5人が 30付近の値で横ばいになっ
ていた．このことから，線形の部分と横ばいの部分で

通知のタイミングを分けることにした．

各人の線形に変化している部分で回帰分析を行い，そ

の結果の平均を取ることにより，t f の何日前に通知す

るかというタイミング n(d)を求めた．{
n(d) = ⌊0.28d + 0.99⌋
ただし，d ≧ 2のとき

(2)

ここでの d ≧ 2という条件は，d = 1とは，すでに前日
なので必要ないと判断し，d ≧ 2と条件を付けた．
イベントまでの期間 dが長いと，通知後からイベン

トまでの期間 n(d)も長くなる．その間にイベントを忘
れてしまっては意味がないので，通知した時を初めて

FITがツイートされた時と同様に考え，n(d)より，も
う一度通知するタイミングを決める事を繰り返す．し

‡「来週」「の」「木曜日」：名詞のみの連結．「来週の木曜日」：名
詞と連体詞「の」の連結

かし，再度の通知では中一日での通知は頻度が高く好

ましくないので，i回目 (i ≧ 2)の通知タイミングは，{
ni(d)
ただし，i ≧ 2かつ ni−1(d) − ni(d) > 1のとき

(3)

と定めた．

横ばいの部分は，一番多かった 30の値を採用し，式
（2）（3）と通知の頻度を考慮することにより，

min{| ni(d) − 30 |} ≥ 2 (4)

のとき，30日前の通知タイミングでの通知を行う．こ
れをまでの通知タイミングを図示すると，図 3のよう
になる．

図 3: イベントまでの期間と通知タイミング

以上により，通知日 r(tc, t f )は

r(tc, t f ) =


t f − n(d)　（d ≧ 2）
t f − ni(d)　（i ≧ 2，ni−1(d) − ni(d) > 1）
t f − 30　（min{| ni(d) − 30 |} ≥ 2）

(5)

となる．

5 動作例

FIT F として，次のツイートを抽出すると．
【2012 年の主な天体ショー一覧】 3 月 6 日 火星最接近 5 月 21
日 金環日食 6 月 4 日 部分月食 6 月 6 日 金星の太陽面通過 8 月
12 日 ペルセウス座流星群の極大 9 月 30 日 中秋の名月 12 月 14
日 ふたご座流星群の極大

tc：2012年 1月 9日 15：56，t f：3月 6日
t f − tc=57
R(F )：3月 1日，2月 19日
のように動作する．

6 おわりに

ユーザの忘れ防止,思い出しをさせることが出来るリ
マインダーシステムを提案した．システムのもたらす
効果に関する評価や，現在抽出対象になっていない日
付を推測できる表現や曖昧な表現などに対応すること
などが今後の課題である．
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